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令和３年度  一般会計決算
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こ
こ
に
注
目

こ
こ
に
注
目

    

令
和
３
年
度
主
な
事
業

令
和
３
年
度
主
な
事
業

皆
さ
ん
に
聴
き
ま
し
た

第３回
定例会

　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
、
14
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。
令

和
３
年
度
決
算
に
関
す
る
認
定
８
件
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
と
改
正
お
よ
び
令
和
４
年
度
補
正
予

算
な
ど
議
案
14
件
・
報
告
１
件
・
同
意
２
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

待望のスマートIC待望のスマートIC
大型化大型化供用開始供用開始

令和３年度 一般会計決算令和３年度 一般会計決算

繰越金
1億2,482万円

分担金・負担金
3,533万円

その他収入
4億3,340万円

地方交付税
14億4,095万円

国・県支出金
33億2,122万円

町債（借入金）
8億5,350万円

その他交付金等
7億1,746万円

議会費
8,370万円

総務費
7億9,578万円

民生費
37億4,534万円

衛生費
8億5,946万円

農林水産業費
3億2,572万円

商工費
1億6,682万円

土木費
13億6,472万円

消防費
4億5,244万円

教育費
9億3,757万円

借金返済金
5億289万円

その他
1,250万円

歳出
92億

4,694万円

コロナ対策に要する事業
に対して国・県から交付金
がありました。

新
型
コ
ロ
ナ
関
係
で
増
加
し
ま
し
た
。ま
た
、子
ど
も
の
数
が
増
え
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
た
め
、民
生
費
の
歳
出
割
合
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
大
型
車
対

応
化
事
業
を
実
施
し
た
た
め
、

令
和
３
年
度
の
土
木
費
の
歳
出

割
合
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

依
存
財
源
・１ ％

自 主 財

源
・９
％66

33歳入
95億

6,893万円

町税
26億4,225万円

町民の皆さんから
の税金など

高齢者・障害者福
祉や保育園、児童
手当など

行政の格差をなくすため
国から交付されたお金

予防接種・健診、
ごみ処理など

道路・橋・公
園などの維持
補修など

国・県などから
の補助金など

戸籍、交通安全、
選挙など給食や小・中学校・スポー

ツ施設の維持管理など

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

明治第２学童クラブ新設
事業（令和４年２月完成）
……２億２，８０７万円
　新たに定員１６０人の学童クラ
ブを建設しました。

飯い
い
づ
か塚

　
千ち

よ
り順

さ
ん
（
下
野
田
）

広
く
綺
麗
な
学
童
で
、
新
た
な
お
友
達
も
で

き
て
子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

堀ほ
り

　
美み

ほ穂
さ
ん
（
北
下
）

待
機
児
童
が
解
消
さ
れ
、
学
童
利
用
で
き
る

こ
と
で
安
心
し
て
働
け
て
い
ま
す
。
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繰越金
1億2,482万円

分担金・負担金
3,533万円

その他収入
4億3,340万円
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新
型
コ
ロ
ナ
関
係
で
増
加
し
ま
し
た
。ま
た
、子
ど
も
の
数
が
増
え
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
た
め
、民
生
費
の
歳
出
割
合
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
大
型
車
対

応
化
事
業
を
実
施
し
た
た
め
、

令
和
３
年
度
の
土
木
費
の
歳
出

割
合
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

依
存
財
源
・１ ％

自 主 財
源
・９
％66

33歳入
95億

6,893万円

町税
26億4,225万円

町民の皆さんから
の税金など

高齢者・障害者福
祉や保育園、児童
手当など

行政の格差をなくすため
国から交付されたお金

予防接種・健診、
ごみ処理など

道路・橋・公
園などの維持
補修など

国・県などから
の補助金など

戸籍、交通安全、
選挙など給食や小・中学校・スポー

ツ施設の維持管理など

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

小中学校 ICT推進事業
（HiBALI プラン）

……１，４７５万円

吉中トイレ・給水管改修
工事
……１億６，３３６万円

駒寄スマート IC大型車対応
化事業（令和３年７月供用
開始）……７億７，４８６万円

　国の GIGA スクール構想に基づ
いた、児童・生徒の情報端末体制
の維持を行いました。

　北校舎および南校舎のトイレを
乾式の床・洋式便器・非接触式の
自動洗浄に改修しました。

　吉岡町・前橋市・ネクスコ東日
本が事業を実施し、供用開始とな
りました。

磯い
そ　

信の
ぶ
こ子

さ
ん
（
大
久
保
寺
下
）

タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
し
っ
か
り
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

川か
わ
べ邊　

仁ひ
と
し史

さ
ん
（
溝
祭
）

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
が
付
く
な
ど
、
き
れ
い
に

な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

千ち
ぎ
ら明　

明あ
き
こ子

さ
ん
（
駒
寄
）

時
代
に
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
完
成
で
、
よ
り
住

み
や
す
い
町
と
な
り
う
れ
し
い
で
す
。

栁や
な
が
わ川　

美み

さ

と

沙
都
さ
ん
（
大
久
保
寺
上
）

利
用
時
間
お
よ
び
閲
覧
設
定
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
で
す
。

岸き
し　

樹じ
ゅ
り理

さ
ん
（
上
野
原
）

和
式
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
洋
式
便
器

に
な
り
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

飯い
い
づ
か塚　

初は
じ
め

さ
ん
（
大
久
保
寺
下
）

周
辺
の
開
発
も
進
み
、
便
利
で
暮
ら
し
や
す

い
町
発
展
の
原
動
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

 コロナ関連の主要事業
子育て世帯への臨時特別給付金給付事業

（追加対策含む）
 ………… ４億４，０６８万円

　０歳から高校３年生までの児童を養育
している者に対し、児童１人当たり10
万円を給付しました。

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業
 ………… ８５１万円

　児童扶養手当を受給している世帯など
の児童や住民税非課税の子育て世帯に、
児童１人当たり５万円を給付しました。

元気応援券事業 ………… ７，１７８万円
　町民１人当たり３，０００円分の商品
券を配布し、町内の小規模事業者の支
援を行いました。

小規模事業者等応援給付金事業
 ………… ３６４万円

　町内の飲食店に１件当たり５万円、小
規模事業者に１件当たり３万円の給付金
を交付しました。
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会　計　名 歳　入 歳　出
一般会計 ９５億６，８９３万円 ９２億４，６９４万円

特
別
会
計

学校給食事業 １億２，２７１万円 １億２，２５８万円
国民健康保険事業 １９億１，３９１万円 １８億６，７７４万円
住宅新築資金等貸付事業 ４０２万円 ４０２万円
介護保険事業 １４億８，９１１万円 １４億６，１４５万円
後期高齢者医療事業 ２億１，４８８万円 ２億１，０７０万円

企
業
会
計

水道事業
収益的収支 ４億５，１６１万円 ４億１，７０４万円
資本的収支 ４，２２１万円 ２億  　１９８万円

下水道事業
収益的収支 ４億８，８２１万円 ４億６，４９３万円
資本的収支 ３億４，９４０万円 ３億７，８０３万円

　町には、一般会計のほか、５つの特別会計と２つの企業会計がありま
す。特別会計は、特定の事業や特定の収入で事業を行う場合に、一般会
計と区別して設置します。企業会計は、民間企業と同様の会計で、吉岡
町では水道事業・下水道事業に適用しています。

（万円未満は四捨五入）

令和３年度  会計別  決算ここも大事

関連記事
委員会審査一般会計…………６ページ
その他の会計…………………７ページ
議決結果………………………８ページ

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

こ こ に も 注 目　令和３年度の主な事業
ふるさと納税推進事業 ……………… ６１６万円
　さらなる自主財源の確保を目指し、クラウドファン
ディング型ふるさと納税を実施しました。

保育士等処遇改善事業 ………………３７５万円
　令和４年２月から保育士の収入を約３％（月額約
９，０００円）引き上げる措置をした園に補助をしました。

私立保育所等施設整備助成事業 …………４８６万円
　第五保育園の
園舎建て替え費
用の一部を助成
しました。

小規模事業者販路開拓等支援補助金事業
…………………………………………２８７万円

　販路開拓などに取り組む町内の小規模事業者に対し、
広報事業に要する経費の２分の１（上限 30 万円）を助
成しました。

国土強
きょうじん

靱化地域計画策定業務 …………３４６万円
　いつ起こるか分からない災害から迅速に復旧・復興
できるように、地域・経済社会の構築に向けた対策を
平常時から行うための計画を策定しました。

明小駐車場整備事業 …………………６５２万円
　児童数の増加に伴って増員となった学校教職員など
が利用する駐車場を確保するため、整備を行いました。

一
般
会
計

　
教
育
・
福
祉
や
道
路
・
公
園
整
備
な
ど
、
町

の
基
礎
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
会
計
。

特
別
会
計

　
介
護
保
険
事
業
な
ど
、
特
定
な
収
入
を
も
っ

て
特
定
の
支
出
に
充
て
る
た
め
、
一
般
会
計
と

区
分
し
て
経
理
す
る
会
計
。

企
業
会
計

　
経
営
情
報
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
発
生

主
義
の
複
式
簿
記
に
基
づ
く
予
算
決
算
制
度
を

採
用
し
た
会
計
。

収
益
的
収
支

　
水
道
水
や
下
水
道
水
の
利
用
の
た
め
に
必
要

な
支
出
と
、そ
の
財
源
と
な
る
収
入
。
収
入
は
、

主
に
水
道
使
用
料
な
ど
。

資
本
的
収
支

　
水
道
施
設
を
新
た
に
建
設
す
る
な
ど
、整
備・

改
良
に
必
要
な
事
業
費
と
そ
の
財
源
。
収
入
は

主
に
国
な
ど
か
ら
の
借
入
金
や
工
事
負
担
金
な

ど
。

い
じ
め
に
よ
る
重
大
事
態
と
は

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
や
国
の
基
本
方

針
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
定
め
ら
れ
た
、
い
じ
め

に
関
す
る
一
定
の
事
態
。い
じ
め
に
よ
る
児
童・

生
徒
の
生
命
・
心
身
・
財
産
へ
の
重
大
な
被
害

の
発
生
や
、
い
じ
め
に
よ
り
相
当
の
期
間
（
お

お
む
ね
30
日
以
上
を
目
安
）
学
校
を
欠
席
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
態
を
指
し
、

そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
も
含
ま
れ
る
。

!
こ
こ
が
知
り
た
い

こ
こ
が
知
り
た
い

こ
こ
が
知
り
た
い

議

ろ

会
の
い

い
ろ
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教
育
長
は
任
期
満
了
に
伴
い
、
山
口
和
良
さ
ん

（
前
橋
市
）
が
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
、
再
任
と

な
り
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
と
し
て
新
た
に
萩
原
奈
津
季

さ
ん
（
大
久
保
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
、
議
会
は

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
は
教
育
委
員
会
の
審
議
の
ほ
か
、
学

校
行
事
・
会
議
へ
の
参
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
い
ま
す
。
任
期
は
４
年
で
す
。

上野田ふれあい公園
遊具設置予算を増額

一般会計補正予算
（9月補正）

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計 ３億２，５７５万円 ８６億　　  ２０万円

特
別
会
計

学校給食事業 ▲８万円 １億４，０１０万円

国民健康保険事業 ３，４０３万円 １８億６，３０１万円

介護保険事業 ３，２９６万円 １５億２，９１３万円

後期高齢者医療事業 ４２７万円 ２億３，９６５万円

企
業
会
計

水道事業

収益的支出 ▲１１６万円 ４億　  ６４３万円

資本的収入 １億６，０７０万円 ３億７，８８７万円

資本的支出 　　　▲１９万円 ４億３，４８６万円

下水道事業
収益的支出 ▲２９７万円 ４億７，２２２万円

資本的支出 ７３万円 ２億７，７３６万円

令和４年度　各会計別補正予算の状況
（万円未満は四捨五入）

教育委員
萩
は ぎ わ ら

原　奈
な つ き

津季 さん
教育長

山
や ま ぐ ち

口　和
か ず よ し

良 さん

教
育
長

教
育
長

　
山
口
和
良
さ
ん
は
再
任

　
山
口
和
良
さ
ん
は
再
任

新
教
育
委
員
に

新
教
育
委
員
に

萩
原
奈
津
季
さ
ん

萩
原
奈
津
季
さ
ん

補正による主な事業
生活困窮世帯向けリモート型
学習支援事業…………１０９万円

道路維持補修工事（単独）
…………１，６３０万円

遊具設置工事（上野田ふれあい公園）
…………５００万円

歳入歳出予算の総額にそれぞれ３億２，５７５万円を追加し、
８６億２０万円としました。　　　　　  

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

福
祉
医
療
費
支
給
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
中
学
卒
業
ま

で
医
療
費
が
無
料
で
、
高

校
卒
業
ま
で
は
入
院
費
が

無
料
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
５
年
度
か
ら
、

高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
が

入
院
・
通
院
と
も
に
無
料

と
な
り
ま
す
。

い
じ
め
防
止
等
の
た
め

の
組
織
に
関
す
る
条
例

が
可
決
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
条
例
に
よ
り
、
町

立
小
・
中
学
校
で
の
い
じ

め
防
止
や
、
い
じ
め
に
よ

る
重
大
事
態
に
つ
い
て
、

調
査
審
議
を
行
う
専
門
委

員
会
の
設
置
な
ど
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

上野田ふれあい公園

関連ページ……７ページ
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防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
設

置
工
事世

帯
設
置
率
と
今
後

の
見
込
み
は
。

22
％
。
最
終
的
に
33
・

２
％
ま
で
の
予
定
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
リ
ー
ス
料

児
童
・
生
徒
へ
の
使

用
指
導
は
。

現
状
は
教
師
の
み
対

応
。

調
理
業
務
等
委
託
料

町
民
の
従
業
員
数
が

年
々
減
っ
て
い
る
が
。

雇
用
の
確
保
に
し
っ

か
り
取
り
組
み
た
い
。

町
と
し
て
は
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
応
援

し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
で
、
ふ
る
さ
と
チ

ョ
イ
ス
が
減
り
、
さ
と
ふ

る
が
増
え
た
理
由
は
。

返
礼
品
の
調
達
が
さ

と
ふ
る
で
一
括
と
な

っ
た
こ
と
と
、
決
済
の
ポ

イ
ン
ト
還
元
が
あ
る
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

除
草
等
委
託
料

除
草
作
業
な
ど
一
括

で
管
理
で
き
な
い
か
。

各
課
で
発
注
し
て
い

る
業
務
も
あ
る
の
で
、

今
後
検
討
し
た
い
。

放
課
後
児
童
見
守
り
パ
ト

ロ
ー
ル
委
託
料

パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
道

路
の
安
全
確
保
も
確

認
さ
れ
て
い
る
か
。

あ
ら
た
め
て
周
知
す

る
。

障
害
児
通
所
支
援

増
額
の
理
由
は
。

幼
少
・
未
就
学
児
対

応
が
増
。
早
期
発
見

に
よ
る
増
も
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
広
域
実
施
委
託
料

ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
で

窓
口
だ
け
で
も
町
内

に
設
置
で
き
な
い
か
。

渋
川
市
の
み
だ
が
、

今
後
検
討
す
る
。

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査

委
員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
発
熱
以
外
の

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
税

補
正
の
増
額
が
大
き

い
が
、
当
初
予
算
で

見
込
め
な
か
っ
た
理
由
は
。

中
小
企
業
の
コ
ロ
ナ

禍
で
の
減
免
の
申
請

数
が
少
な
か
っ
た
た
め
。

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時

特
例
交
付
金

交
付
金
の
対
象
は
。

保
育
士
・
事
務
職
員

全
員
の
賃
金
を
約

３
％
引
き
上
げ
た
施
設
が

対
象
。

老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業

ク
ラ
ブ
数
が
減
少
し
て

い
る
が
町
の
意
向
は
。

副
反
応
報
告
は
。

医
師
か
ら
国
に
報
告

後
、
県
経
由
で
町
が

報
告
を
受
け
た
件
数
で
11

件
。

一
般
ご
み
収
集
委
託
料

随
意
契
約
で
問
題
は

な
い
の
か
。

協
同
組
合
１
社
と
の

契
約
。
チ
ェ
ッ
ク
回

数
を
多
く
し
て
い
く
。

緊
急
雇
用
対
策
事
務
委
託
料

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
渋
川

で
足
り
る
の
で
は
。

吉
岡
町
独
自
の
求
人

や
、
紹
介
な
ど
も
必

要
と
考
え
る
。

問問 問

問問

問問

問問

問問 問

問問

答

答

答

答答

答答

答答

答答 答

答

答

予
算
決
算
特
別
委
員
会

コ
ロ
ナ
支
援
、

子
育
て
支
援
に
さ
ら
な
る
充
実
を

令
和
３
年
度 

一
般
会
計
決
算

歳　
　

入

歳　
　

出

吉岡町の利用者も多い
（渋川ファミリーサポートセンター）

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他
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議
案
８
件
と
認
定
２
件

を
審
査
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

ふ
る
さ
と
納
税

今
回
い
た
だ
い
た「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

る
の
か
。

保
育
士
等
確
保
事
業

に
充
当
す
る
。

燃
料
費
・
電
気
料

燃
料
代
・
電
気
代
の

高
騰
に
よ
り
、
合
計

で
ど
の
く
ら
い
の
補
正
に

な
る
の
か
。

今
回
の
補
正
で
は
燃

料
代
の
合
計
が
４
２

７
万
円
で
、
電
気
代
の
合
計

が
１
５
３
１
万
円
と
な
る
。

生
活
困
窮
世
帯
向
け
リ
モ

ー
ト
型
学
習
支
援
委
託
料

（
コ
ロ
ナ
関
連
）

ど
の
よ
う
な
支
援
か
。

講
師
と
児
童
・
生
徒

の
自
宅
を
リ
モ
ー
ト
で

つ
な
ぎ
、
学
力
の
向
上
や
家

庭
学
習
の
習
慣
づ
け
を
目

的
と
し
た
学
習
支
援
を
行

う
。
ま
ず
は
受
験
前
の
中

学
３
年
生
か
ら
募
集
を
始

め
少
人
数
で
試
験
的
に
行

い
、
不
登
校
や
家
庭
に
事

情
が
あ
る
児
童
・
生
徒
に
つ

い
て
も
支
援
の
手
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

遊
具
設
置
工
事
（
上
野
田

ふ
れ
あ
い
公
園
）

増
額
の
内
容
と
工
事

の
予
定
は
。

老
朽
化
で
撤
去
し
た

複
合
遊
具
の
代
わ
り

に
設
置
す
る
た
め
、
年
初

に
１
千
万
円
の
予
算
を
組

ん
で
い
た
。
今
回
の
５
０
０

万
円
の
増
額
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
を
も
と

に
し
た
ベ
ン
チ
付
き
の
パ
ー

ゴ
ラ
（
高
さ
の
あ
る
棚
状
の

構
造
物
）
な
ど
の
設
置
と
、

遊
具
の
原
材
料
高
騰
に
対

応
す
る
た
め
。
で
き
れ
ば

年
度
内
設
置
を
目
指
す
。

問

問

問 問 答

答

答

答

公園遊具選定のワークショップ

総
務
産
業
常
任
委
員
会

公
園
遊
具
可
能
な
ら
年
度
内
設
置

令
和
３
年
度
住
宅
新
築

資
金
特
別
会
計
決
算

貸
付
事
業
収
入
未
済

の
状
況
は
。

返
済
要
請
は
送
付
し

て
い
る
が
、
返
済
に

応
じ
て
も
ら
え
な
い
状
況
。

令
和
３
年
度
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
決
算

介
護
保
険
の
収
入
未

済
額
に
関
し
て
滞
納

者
の
状
況
は
。

所
有
財
産
な
し
・
生

活
保
護
者
・
居
住
実

態
な
し
・
死
亡
で
差
し
押

さ
え
不
能
な
ど
。

収
入
未
済
額
が
令
和

２
年
度
に
比
べ
て
、

大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
。

戸
別
訪
問
・
電
話
な

ど
で
、
納
入
要
請
に

力
を
入
れ
た
。

令
和
３
年
度
学
校
給
食

事
業
特
別
会
計
決
算

給
食
費
の
未
納
入
金

の
納
付
対
策
は
。

支
払
い
能
力
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
納

入
は
本
人
の
申
し
出
の
み

が
現
状
。
弁
護
士
を
通
じ

て
の
納
入
催
告
で
未
納
入

金
回
収
の
実
績
が
上
が
っ

て
い
る
例
も
あ
る
。

令
和
３
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算

保
険
税
の
不
納
欠
損

額
の
状
況
は
。

生
活
困
窮
者
・
所
在

不
明
者
・
所
有
財
産

な
し
の
人
で
、
現
状
で
は

税
の
納
付
は
望
め
な
い
。

　
議
案
６
件
と
認
定
５
件

を
審
査
し
ま
し
た
。

福
祉
医
療
費
支
給
に
関

す
る
条
例
等
の一部
改
正

医
療
費
無
料
の
対
象

者
の
年
齢
を
拡
大
す

る
事
に
よ
る
、
医
療
費
の

増
額
見
込
み
は
。

約
２
千
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

い
じ
め
防
止
等
の
た
め
の

組
織
に
関
す
る
条
例

い
じ
め
防
止
と
対
策

は
、
事
象
を
取
り
上

げ
、
調
査
・
協
議
が
大
事

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

今
ま
で
も
各
校
で
い

じ
め
対
策
委
員
会
を

設
置
し
、
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
の
た
び
の
条
例
が

整
う
と
、
い
じ
め
の
対
策

が
一
層
充
実
す
る
と
考
え

て
い
る
。

問

問

問問問

問

問 答

答

答答答

答

答 文
教
厚
生
常
任
委
員
会

高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
を
拡
大

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他
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議案番号

議員名

議案名

結果 小
林
　
静
弥

冨
岡
　
栄
一

飯
塚
　
憲
治

葊
嶋
　
　
隆

富
岡
　
大
志

金
谷
　
康
弘

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

平
形
　
　
薫

山
畑
　
祐
男

小
池
　
春
雄

岩
﨑
　
信
幸

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

同意第1号 教育委員会教育長の任命…５ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
同意第2号 教育委員会委員の任命…５ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第46号
特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部
改正…退職手当を算出する場合の給料月額を、
特例による減額後の給料月額とするための所要
の改正

12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第47号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正…非
常勤職員の産後パパ育休の取得要件の緩和など 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第48号
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例及び職員の互助団体に関する条例の一部改
正…会計年度任用職員が地方公務員等共済組合
の組合員となることに伴う所要の改正など

12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第49号
議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部改正
…選挙運動における選挙運動者用自動車などの
町負担経費の限度額引き上げ

12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第50号 福祉医療費支給に関する条例等の一部改正
…５・７ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第51号
自然環境、景観等と太陽光発電設備設置事業と
の調和に関する条例…太陽光発電設備が、自然
環境・景観などに悪影響を与えないように、設
備の設置などに制限を設けるもの

12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第52号 いじめ防止等のための組織に関する条例
…５・７ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第1号 令和３年度一般会計歳入歳出決算認定
…４・６ページ 11 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

認定第2号 令和３年度学校給食事業特別会計歳入歳出決算
認定…４・７ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第3号 令和３年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算認定…４・７ページ 11 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

認定第4号 令和３年度住宅新築資金等貸付事業特別会計歳
入歳出決算認定…４・７ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第5号 令和３年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算
認定…４・７ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第6号 令和３年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳
出決算認定…４ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第7号 令和３年度水道事業会計利益の処分及び決算認
定…４ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第8号 令和３年度下水道事業会計利益の処分及び決算
認定…４ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第54号 令和４年度一般会計補正予算…５・７ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第55号 令和４年度学校給食事業特別会計補正予算
…５ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第56号 令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予
算…５ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第57号 令和４年度介護保険事業特別会計補正予算
…５ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第58号 令和４年度後期高齢者医療事業特別会計補正予
算…５ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第59号 令和４年度水道事業会計補正予算…５ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第60号 令和４年度下水道事業会計補正予算…５ページ 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥
議長は採決に加わっていないため「－」で表示

第３回定例会賛否一覧

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

8



定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

議員７人議員７人一般
質問

■富岡　大志 議員（１０ページ）
１．教育関係の課題に関して
２．地域通貨に関して 
３．交通安全対策に関して 
４．自治体間連携・交流に関して 

■葊嶋　隆 議員（１１ページ）
１．渋川地区広域市町村圏振興整備組合
　　最終処分場候補地選定について
２．林道粟

あ わ

籠
ごもり

井
い で

堤線について 
３．自治会からの要望について 
４．吉中の休日部活動の段階的な地域移行に
　　ついて

■冨岡　栄一 議員（１２ページ）
１．食料自給率関連 
２．ふるさと納税について 
３．特殊詐欺の被害防止に ついて

■山畑　祐男 議員（１３ページ）
１．大型商業施設進出について
２．子どもたちを取り巻く諸課題
　　（教師を含む）について
３．まちの防災について
４．まちを取り巻く諸課題について
５．男女共同参画事業について

■金谷　康弘 議員（１４ページ）
１．都市計画関連
２．機構改革関連
３．福祉関連
４．地域の課題

■飯島　衛 議員（１５ページ）
１．マイナンバーカードに関して
２．安心安全対策に関して
３． 八幡山グラウンドに関して
４．健康福祉の観点から
５．小・中学生に貸与しているタブレット端
　　末の使用について

■小池　春雄 議員（１６ページ）
１．自治体における SDGs の取り組み
２．自治体カーボンニュートラル
３．教育環境の充実

　一般質問は、執行機関が提出した議案と関係なく、町の行政全般にわたって、議員　一般質問は、執行機関が提出した議案と関係なく、町の行政全般にわたって、議員
個人が執行機関に質問し、見解を求めるものです。個人が執行機関に質問し、見解を求めるものです。
　吉岡町では、質問および答弁をあわせて、１人６０分以内の持ち時間があります。　吉岡町では、質問および答弁をあわせて、１人６０分以内の持ち時間があります。
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現
在
ブ
ラ
ッ
ク
校
則

が
社
会
問
題
に
な
り
、

積
極
的
な
見
直
し
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
校
則

見
直
し
で
は
、
経
済
産
業

省
の
「
※１
未
来
の
教
室
」
で

※２
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
と
い

う
取
り
組
み
が
あ
る
。
吉

岡
中
学
校
で
も
、
こ
の
取

り
組
み
が
実
践
さ
れ
る
よ

う
支
援
し
て
ほ
し
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

未
来
の
教
室
実

証
実
験
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
て
多
様
な
意

見
に
触
れ
る
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
の
視
野
を
広
げ

る
学
び
と
な
る
。
校
則
見

直
し
は
最
終
的
に
校
長
の

権
限
だ
が
、
多
様
な
考
え

方
で
子
ど
も
た
ち
の
自
立

を
促
す
支
援
を
検
討
。

中
学
生
の
持
ち
物
は

約
10
㎏
あ
る
。
登
下

校
時
の
安
全
面
や
体
へ
の

負
担
に
配
慮
し
た
改
善
を
。

教
育
長　
定
例
の
教

育
委
員
会
の
中
で
も

議
論
さ
れ
て
い
る
。
引
き

続
き
課
題
解
決
の
た
め
い

ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
き
た

い
。

町
の
「
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
」
が
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。
自
分
の

子
ど
も
が
い
じ
め
に
遭
わ

な
い
よ
う
町
が
ど
う
取
り

組
む
の
か
、
い
じ
め
に
遭

っ
た
と
き
に
町
が
ど
う
対

応
す
る
の
か
、
そ
う
い
っ

た
町
の
方
針
が
全
然
分
か

ら
な
い
の
は
良
く
な
い
の

で
、
公
表
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
指
摘
の
と

お
り
一
般
に
公
開
し

て
な
か
っ
た
。
町
の
方
針

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
指

摘
は
真し

ん
し摯

に
受
け
止
め
た

い
。
本
定
例
会
で
提
案
中

の
「
い
じ
め
防
止
等
の
た

め
の
組
織
に
関
す
る
条

例
」
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、

関
連
規
則
の
制
定
を
行

い
、
町
の
い
じ
め
防
止
基

答

答

答

重い荷物は子どもの健康を
損なう恐れがある

答

問

問問

 　子どもたち
　 の自立促す
　 支援を検討

富
と み

岡
お か

  大
た い

志
し

 議員

録画映像は
こちらをCHECK

　  

課
題
解
決
の
た
め
い
ろ
い
ろ
考
え
た
い

中
学
生
の
持
ち
物
約
10
㎏
、
改
善
を

答

本
方
針
の
見
直
し
作
業
を

適
切
に
行
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
。
町
民
や
保
護

者
へ
の
理
解
の
浸
透
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

県
内
で
も
電
子
地
域

通
貨
を
導
入
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。
地

域
内
消
費
の
促
進
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率

向
上
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
定
着
を
、
電
子
地
域

通
貨
の
導
入
で
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
吉
岡
町
で

も
ぜ
ひ
導
入
を
。

町
長　
以
前
よ
り
庁

内
で
議
論
を
交
わ
し

検
討
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

現
在
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
な
ど
を
考
慮
し
導
入

を
見
送
っ
て
い
る
状
況
。

電
子
地
域
通
貨
は
高

崎
市
・
太
田
市
・
桐

生
市
が
進
め
て
お
り
、
そ

の
う
ち
前
橋
市
や
渋
川
市

も
考
え
て
い
く
。
吉
岡
町
は

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
大
幅

に
出
遅
れ
悔
し
い
思
い
を

し
て
い
る
。
今
回
は
出
遅
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
真
剣

に
考
え
て
ほ
し
い
が
、
町
長

は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
指
摘
は
も
っ

と
も
だ
と
思
う
。
し

っ
か
り
と
調
査
研
究
し
、

乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
取

り
組
め
る
よ
う
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

ミニ解説

※１

未
来
の
教
室

経
済
産
業
省
の
実
証
事
業
。 

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
教
育
方
法
を
模
索
す
る
取
り
組
み
。

※２

ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ

学
校
の
校
則
・
ル
ー
ル
の
対
話
的
な
見
直
し
を
通
じ
て
、

生
徒
が
主
体
的
に
関
わ
れ
る
学
校
を
つ
く
っ
て
い
く
取

り
組
み
。「
未
来
の
教
室
」
実
証
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ

て
い
る
。

中学校の
校則見直し
支援を

答

答

問

問
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休
日
部
活
動
の
受
け

皿
と
な
る
地
域
団
体
を

町
で
は
確
保
で
き
る
の
か
。

教
育
長　

町
に
は
、

吉
中
部
活
動
と
同
じ

競
技
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
８
団
体
あ
り
、
受
け
皿

と
な
る
地
域
団
体
の
候
補

と
考
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
な
い
部
活
動
は
、

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
専
門
部

や
登
録
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
受
け
皿
を
整
え
る
。

地域団体は、中体連主催の大会に
学校部活動として参加できる

住
民
課
長　
町
で
は

答
申
を
受
け
、
広
域

組
合
に
対
し
、
協
議
を
依

頼
し
た
。
９
月
中
に
は
具

体
的
な
建
設
候
補
地
案
が

町
に
示
さ
れ
る
予
定
。
町

で
は
報
告
を
踏
ま
え
、
最

終
的
に
町
が
適
地
と
考
え

る
候
補
地
案
を
決
定
し
、

上
野
原
地
区
に
お
け
る
住

民
説
明
会
を
開
催
し
た

い
。
11
月
末
ま
で
の
約
２

カ
月
間
で
、
地
域
か
ら
の

要
望
書
の
提
出
や
、
町
か

ら
の
や
り
取
り
を
行
い
、

地
域
か
ら
の
同
意
を
得

て
、
町
と
し
て
最
終
処
分

場
建
設
候
補
地
を
最
終
決

定
。
町
議
会
に
報
告
し
、

広
域
組
合
に
伝
え
る
。

林
道
粟あ

わ

籠ご
も
り

井い

で堤
線
の

管
理
者
は
ど
こ
か
。

町
長　
町
内
に
は
６

の
林
道
が
存
在
。
ど

の
路
線
も
町
が
管
理
し
て

い
る
。林

道
の
管
理
方
法
は
。

産
業
観
光
課
長　
定

期
的
な
巡
回
に
よ
る
、

保
全
状
況
や
侵
入
防
止
ゲ

ー
ト
の
点
検
を
行
っ
て
い

る
。

今
後
の
林
道
の
方
向

性
に
つ
い
て
見
解
を
。

産
業
観
光
課
長　
林

道
の
延
伸
に
つ
い
て

は
、
今
現
在
、
実
現
可
能

な
具
体
的
な
方
法
は
な

い
。

自
治
会
か
ら
の
要
望

書
の
件
数
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
令
和
３
年
度

ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
何
件
か
。

町
長　
平
成
28
年
度

１
４
５
件
、
29
年
度

１
７
１
件
、
30
年
度
１
１

８
件
、令
和
元
年
度
98
件
、

２
年
度
69
件
、
３
年
度
97

件
。

自
治
会
か
ら
の
要
望

書
の
優
先
順
位
は
、

ど
の
よ
う
な
基
準
か
。

建
設
課
長　
道
路
な

ど
の
建
設
関
係
に
お

い
て
、
損
傷
・
不
具
合
に

よ
り
危
険
が
確
認
で
き
る

箇
所
や
被
害
が
発
生
し
て

い
る
箇
所
の
対
応
を
最
優

先
し
て
い
る
。

葊
ひ ろ し ま

嶋　隆
たかし

  議員

最
終
処
分
場
候
補
地

選
定
委
員
会
が
町
長

に
提
出
し
た
答
申
書
の
内

容
は
。住

民
課
長　
上
野
原

地
区
の
面
積
が
最
も

広
い
区
域
を
選
定
し
た
。

対
象
地
は
西
か
ら
東
へ
傾

斜
し
て
山
林
が
大
部
分
を

占
め
、
農
業
用
水
管
な
ど

の
地
下
埋
設
物
や
近
隣
市

町
村
へ
の
影
響
が
な
く
、

周
辺
整
備
の
可
能
性
が
高

い
な
ど
の
理
由
に
よ
る
。

候
補
地
の
地
権
者
数

は
。

住
民
課
長　
地
権
者

は
約
１
５
０
人
。

今
後
の
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

問

問問

問

問

問問

問問 答答

答答答

答

答

答答

 　上野原地区内
　 の区域を選定

町長に提出した
答申書の内容は

答

録画映像は
こちらをCHECK

　  

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
考
え
て
い
る

受
け
皿
の
地
域
団
体
を
確
保
可
能
か

答

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

保
護
者
負
担
と
ク
ラ

ブ
運
営
費
の
財
源
に

町
の
か
か
わ
り
が
必
要
で

は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
指
導
者
は
、
謝
礼
金

が
な
く
、
ほ
ぼ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
長
年
指
導
を
し
て
い

る
。
町
と
し
て
指
導
者
の

資
格
取
得
な
ど
の
経
費
補

助
に
支
援
を
考
え
て
い
る
。

問答
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て
い
な
い
。

令
和
３
年
度
に
「
特

殊
詐
欺
対
策
電
話
機

等
購
入
補
助
事
業
」
で
24

人
利
用
し
た
が
、
こ
れ
以

外
に
利
用
し
た
総
数
と
、

今
後
被
害
者
を
一
人
も
出

さ
な
い
対
策
は
。

総
務
課
長　
特
殊
詐

欺
補
助
事
業
は
令
和

２
年
か
ら
総
数
で
32
人
利

用
。
被
害
防
止
対
策
は
、

吉
岡
町
防
犯
委
員
会
や
渋

川
警
察
署
吉
岡
町
交
番
が

中
心
に
な
り
被
害
防
止
の

た
め
の
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

町
が
現
金
給
付
す
る
。

町
の
令
和
３
年
度
の

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

額
は
群
馬
県
内
で
35
市
町

村
中
30
番
目
、
こ
の
状
況

を
町
長
と
し
て
ど
の
よ
う

に
思
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
下
位
に
な
っ

た
の
は
残
念
。
で
き

る
限
り
策
を
取
り
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

額
に
よ
り
、
町
の
住

民
税
減
税
額
は
。

企
画
財
政
課
長　

令

和
３
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
額
は
１
４
５
４
万

円
。
令
和
３
年
度
課
税
に

よ
る
住
民
税
控
除
額
は
２

０
３
８
万
円
。
差
し
引
き
５

８
４
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
。

町
内
の
特
殊
詐
欺
被

害
は
、
令
和
３
年
３

月
と
令
和
４
年
２
月
で
２

件
の
被
害
が
あ
っ
た
が
そ

れ
以
外
の
被
害
は
。　

町
長　
町
内
の
被
害

は
２
件
以
外
把
握
し

食
料
品
は
も
と
よ
り

電
気
・
ガ
ス
・
燃
料

他
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
の
値
段

が
高
騰
し
町
民
へ
の
生
活

が
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
て
い
る
が
、
支

援
は
。介

護
福
祉
課
長　
２

年
連
続
で
住
民
税
が

非
課
税
の
世
帯
に
対
し
て

１
世
帯
当
た
り
５
万
円
を

令
和
４
年
２
月
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
輸
入

農
産
物
の
不
足
や
高
騰
で

国
民
の
食
生
活
に
影
響
が

あ
る
が
、
そ
こ
で
町
の
農

産
物
の
生
産
状
況
・
自
給

率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

町
長　
販
売
を
目
的

と
し
た
作
付
面
積

は
、
１
３
３
ha
。
内
訳
は

稲
作
が
41 

ha
、
施
設
野
菜

２
ha
、
果
樹
５
ha
、
そ
の

他
麦
類
、
イ
モ
類
、
露
地

野
菜
な
ど
。

産
業
観
光
課
長　
群

馬
県
は
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
自
給
率
で
32
％
、
吉

岡
町
は
示
し
て
い
な
い
。

町
民
の
食
料
確
保
で

増
産
が
必
要
で
は
。

産
業
観
光
課
長　
増

産
に
あ
た
り
、
農
業

委
員
会
を
中
心
に
農
地
の

集
約
や
新
た
な
担
い
手
の

確
保
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
努
め
て
い
る
。

町
内
で
も
稲
作
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
米

価
が
下
が
っ
て
い
る
た
め
、

学
校
給
食
に
米
飯
給
食
の

増
加
は
で
き
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
米
飯
給
食
は
週

３
回
以
上
を
目
標
と
し
、

提
供
回
数
の
65
％
が
米
飯

給
食
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
栄
養
士
と
協
力
し
考
え

る
。

肥
料
や
生
産
資
材
高

騰
に
対
し
て
、
町
か

ら
の
支
援
は
。

産
業
観
光
課
長　
肥

料
は
国
の
対
策
を
注

視
し
周
辺
情
勢
な
ど
を
見

極
め
検
討
。
生
産
資
材
な

ど
の
町
独
自
の
支
援
実
施

予
定
は
な
い
。

答

答答答

答答

答

答

答

町の農産物の
生産状況は

高騰が続く肥料 (あぐりショップ )

答

問

問

問問

問問

問

問

問

答

 　販売目的の
　 耕作面積は
　 全体で133ha

冨
と み お か

岡  栄
え い い ち

一  議員

録画映像は
こちらをCHECK

　  
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
５
万
円
給
付

町
民
へ
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
は

答

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他
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町
長　

必
要
と
考
え

て
い
る
。
現
在
購
入

機
種
の
検
討
を
行
って
い
る
。

災
害
時
で
の
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

活
用
に
よ
り
、
ジ
ョ
イ
フ

ル
本
田
の
店
舗
敷
地
内
に

直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
ロ
ー

タ
リ
ー
道
路
２
カ
所
を
設

置
。
幹
線
道
路
の
渋
滞
緩

和
を
図
り
た
い
。

学
童
保
育
の
入
所
条

件
の
緩
和
は
。

町
長　
入
所
条
件
の

緩
和
に
つ
い
て
は
施

設
の
定
員
な
ど
も
あ
り
、

学
童
保
育
の
整
備
と
と
も

に
検
討
す
る
。

雨
天
時
の
駐
輪
場
か

ら
校
舎
ま
で
の
移
動

に
つ
い
て
、
改
善
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
現
状
を
考
慮
し
、

今
後
ど
の
よ
う
に
改
善
し

て
い
く
か
、
学
校
と
具
体

的
に
検
討
し
た
い
。

明
小
・
駒
小
・
吉
中

と
も
に
生
徒
数
に
対

し
て
校
庭
が
狭
い
が
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

駒
小
は
、
校
庭

拡
張
事
業
を
進
め
る
た
め

の
地
権
者
交
渉
を
進
め
て

い
る
。
明
小
は
、
現
在
拡

張
計
画
は
な
い
。
吉
中
に

つ
い
て
は
、
八
幡
山
公
園

の
活
用
を
考
慮
し
て
い
る
。

中
学
校
職
員
室
の
改

修
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
職
員
数
が
増
加

す
る
場
合
、
隣
接
し
て
い

る
部
屋
と
職
員
室
を
一
体

化
す
る
方
法
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

店舗建設が進むジョイフル本田出店地

山
や ま は た

畑  祐
す け お

男  議員

ツ
ル
ヤ
東
側
の
道
路

の
午
王
頭
川
に
橋
を

架
け
ら
れ
な
い
か
。

建
設
課
長　
現
在
は

検
討
し
て
い
な
い
が
、

今
後
の
交
通
状
況
を
考
慮

し
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

吉
岡
バ
イ
パ
ス
内
の

自
由
通
路
の
改
良
は
。

建
設
課
長　
周
辺
に

農
地
が
点
在
し
て
い

る
た
め
、
現
状
で
は
難
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。

県
道
南
新
井
前
橋
線

大
松
信
号
か
ら
関
越

道
側
道
間
に
信
号
機
設
置

は
。

建
設
課
長　
大
松
交

差
点
信
号
を
西
に
進

み
、
県
道
南
新
井
前
橋
線

か
ら
既
設
右
折
レ
ー
ン
の

問問

問問問

問問

問 答答

答答

答答答

答

 　現在は検討
　 していない

ツルヤ東の
午

ご

王
お う

頭
ず

川に
橋を

答

録画映像は
こちらをCHECK

　  

必
要
と
考
え
、
機
種
を
検
討
し
て
い
る

災
害
時
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
は

答

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

町
人
口
増
の
要
因
は
。

町
長　
本
町
が
前
橋

市
・
高
崎
市
・
渋
川

市
な
ど
の
経
済
圏
に
囲
ま

れ
た
立
地
の
良
さ
か
ら
、

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発

展
し
て
き
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

道
の
駅
よ
し
お
か
温

泉
物
産
館
の
屋
上
や
、

南
の
天
神
東
公
園
利
用
増

の
対
策
は
。

産
業
観
光
課
長　
優

先
的
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
着

手
し
て
い
く
。

町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を

誕
生
さ
せ
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
現

時
点
で
の
作
成
予
定

は
な
い
。

問

問問

答

答答
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開
発
と
同
時
に
周
辺

の
道
路
整
備
が
で
き

て
い
な
い
、
開
発
課
を
設

置
し
交
通
緩
和
な
ど
の
検

討
が
必
要
で
は
。

企
画
財
政
課
長　
開

発
を
伴
う
土
地
利
用

に
関
し
、
各
課
長
を
集
め

協
議
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
慎
重
な
議
論
を
重

ね
、
周
辺
整
備
を
進
め
る
。

こ
の
通
路
、
南
側
ま

で
全
て
事
業
者
に
要

望
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長　
さ
ら
な

る
費
用
負
担
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

要
望
で
き
な
い
の
な

ら
町
の
事
業
で
で
き

な
い
か
。

建
設
課
長　
開
発
事

業
区
域
内
で
の
場
内

整
備
と
な
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

親
と
生
活
で
き
な
い

子
ど
も
に
必
要
な
の
は
温

か
な
家
庭
。
町
で
里
親
制

度
の
周
知
・
普
及
を
。

町
長　
毎
年
11
月
頃

に
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
相
談
会
を
実
施
。
今
後

も
児
童
相
談
所
と
協
力
し

定
期
的・持
続
的
な
周
知・

普
及
に
取
り
組
む
。

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
・

ヤ
マ
ダ
電
機
お
よ
び

カ
ワ
チ
薬
品
第
２
店
舗
の

今
後
の
予
定
は
。

建
設
課
長　
ジ
ョ
イ

フ
ル
本
田
・
ヤ
マ
ダ

電
機
は
令
和
５
年
春
の
オ

ー
プ
ン
。
カ
ワ
チ
薬
品
第

２
店
舗
は
来
春
３
月
末
の

予
定
だ
が
、
文
化
財
調
査

の
た
め
遅
れ
る
見
込
み
。

カ
ワ
チ
第
２
店
舗
へ

の
車
両
の
動
線
は
大

久
保
寺て

ら
し
も下
地
区
の
児
童
の

通
学
路
。
歯
科
医
院
の
信

号
か
ら
北
へ
向
か
う
町
道

の
利
用
で
安
全
を
危
惧
し

て
い
る
が
。

建
設
課
長　
西
松
屋

信
号
か
ら
中
群
馬
用

水
を
暗あ

ん
き
ょ渠
に
し
た
町
道
経

由
で
、
北
側
駐
車
場
に
進

入
す
る
経
路
を
要
望
。
ま

た
協
議
に
よ
り
現
店
舗
と

新
店
舗
の
間
に
あ
る
、
用

水
の
北
側
55
ｍ
を
暗
渠
に

し
て
、
出
入
り
口
と
す
る

見
直
し
を
要
望
。

残
り
部
分
全
て
暗
渠

に
し
て
南
側
道
路
に

接
続
し
た
方
が
利
便
性
・

通
学
路
の
安
全
性
の
向
上

と
思
う
が
。

建
設
課
長　
排
水
路

の
全
面
暗
渠
化
は
交

通
混
雑
分
散
を
図
る
上
で

有
益
な
対
策
。

西
松
屋
信
号
か
ら
の

北
側
進
入
路
を
全
て

暗
渠
化
し
た
町
道
十
二
地

区
二
号
線
の
道
路
概
要

は
。

建
設
課
長　

延
長
１

２
５ｍ
平
均
幅
員
７ｍ
。

こ
の
拡
幅
道
路
は
カ

ワ
チ
薬
品
第
２
店
舗

の
通
路
と
直
線
に
接
続
。

西
松
屋
信
号
北
側
進
入
路

か
ら
カ
ワ
チ
薬
品
南
側
の

道
路
ま
で
、
直
線
に
つ
な

い
だ
方
が
利
便
性
・
安
全

性
の
向
上
と
思
う
が
。

建
設
課
長　
利
便
性

の
向
上
に
つ
な
が
る

有
効
な
対
策
で
あ
る
。

答

答

答

答答

答 答

答

答

各大型商業
施設の今後
の予定は

答

問

問

問問

問

問 問

問

問

 　令和５年
　 春オープン 金

か な や

谷  康
や す ひ ろ

弘  議員

録画映像は
こちらをCHECK

青色部分を暗渠とし↕間を道路とすれば利便性、
通学路の安全性の向上になるのでは

　  

児
童
相
談
所
と
連
携
し
取
り
組
む

里
親
制
度
の
周
知
・
普
及
を

答

里
子
の
自
立
支
援
と

し
て
、
現
金
支
給
・

運
転
免
許
取
得
支
援
の
実

施
を
。健

康
子
育
て
課
長　

児
童
相
談
所
と
連
携

し
、
公
的
支
援
な
ど
の
情

報
提
供
。
町
で
の
支
援
に

つ
い
て
は
関
係
部
署
と
協

議
検
討
。

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

答 問

歯科
医院

西松屋

カワチ薬品
カワチ薬品
第２店舗

寺
下
児
童
通
学
路

県
道
吉
岡
バ
イ
パ
ス

町道

県道南新井前橋線

町道

町道

町
道

大松
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前
立
腺
が
ん
や
ぼ
う

こ
う
が
ん
の
患
者
さ

ん
の
た
め
に
、
男
性
ト
イ

レ
の
個
室
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
は
。

企
画
財
政
課
長　
施

設
管
理
者
な
ど
と
相

て
い
る
が
、
安
全
上
支
障

を
き
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
随
時
対
応
し
て
い
る
。

横
断
旗
の
設
置
が
必

要
と
思
う
が
。

総
務
課
長　
関
係
機

関
と
十
分
に
協
議

し
、
設
置
の
可
能
性
を
検

討
し
た
い
。

八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
拡
張
計
画
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

町
長　
関
係
者
の
意

見
を
考
慮
し
、
拡
張

事
業
の
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ

ー
ク
や
、
ミ
ニ
鉄
道

な
ど
が
あ
る
公
園
を
整
備

し
て
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
用
地
確
保
や
財

源
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
、
一
つ
一
つ
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
を
発
症
す

る
高
齢
者
が
急
増
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
高
額

な
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

助
成
制
度
の
創
設
を
。

町
長　
広
域
関
係
機

関
や
財
政
状
況
を
考

慮
し
て
検
討
し
た
い
。

談
し
、
設
置
に
向
け
て
検

討
し
た
い
。

小
・
中
学
生
に
貸
与

し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
や
ス
マ
ホ
の
使
用

に
関
し
て
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
な
ど
対
策
は
ど
の
よ

白線が消えている横断歩道（町道小倉・陣場線）

飯
い い じ ま

島　衛
まもる

  議員

昨
年
10
月
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

保
険
証
と
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
町

の
普
及
率
は
。

町
長　
７
月
末
時
点

で
、
交
付
率
は
40
・

７
％
で
県
内
の
35
市
町
村

中
７
番
目
で
あ
る
。

地
域
に
出
向
い
て
申

請
受
け
付
け
で
き
る

よ
う
な
、
高
齢
者
に
対
す
る

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

住
民
課
長　
今
後
検

討
し
た
い
。

横
断
歩
道
の
白
線
が

消
え
て
い
る
場
所
が

あ
る
。速
や
か
な
対
策
を
。

建
設
課
長　
外
側
線

な
ど
は
５
年
か
ら
10

年
で
計
画
的
に
書
き
換
え

問

問

問問問

問問

問問 答

答

答

答答

答答

答

 　40.7％で
　 県内７番目
　 である

答

録画映像は
こちらをCHECK

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
ネ
ッ
ト
閲
覧
先

の
ロ
グ
を
自
動
的
に
記
録

す
る
な
ど
安
全
に
学
習
で

き
る
よ
う
対
策
は
し
て
お

り
、
有
害
サ
イ
ト
の
閲
覧

制
限
以
外
に
も
、
一
部
の

機
能
に
は
制
限
を
設
け
、

家
庭
で
も
児
童
・
生
徒
が

学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う

な
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ス
マ
ホ
に
関
し

て
は
、
保
護
者
の
管
理
責

任
と
考
え
て
い
る
。

ス
マ
ホ
の
使
い
過
ぎ

で
、
物
が
二
重
に
見

え
る
急
性
内
斜
視
、
い
わ

ゆ
る
ス
マ
ホ
内
斜
視
の
人

が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
子
ど
も
た
ち
は
ど

う
か
。教

育
委
員
会
事
務
局

長　
今
の
と
こ
ろ
把

握
は
し
て
い
な
い
。

　  

設
置
に
向
け
検
討
し
た
い

男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

答

マイナンバー
カードの
普及率は

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

答

答 問
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吸
収
量
を
均
衡
さ
せ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
町
で
は

令
和
２
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）

に
基
づ
き
、
目
標
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。住

民
課
長　
具
体
的

に
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
運

用
や
空
調
管
理
の
適
正
化
、

勤
務
時
間
前
後
や
昼
休
み

な
ど
必
要
な
照
明
以
外
の

消
灯
、
事
務
室
や
学
校
へ
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
って
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
デ
ュ
ー
ス
で
施
設
の
規

模
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が

可
能
だ
が
取
り
組
み
は
。

町
長　

ご
み
処
理
機

へ
の
補
助
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
の
回
収
な
ど
を

進
め
、
広
域
組
合
へ
も
働

き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

自
治
体
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い

て
、
町
の
取
り
組
み
と
対

応
は
。町

長　

カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と

広
域
組
合
で
の
最
終

処
分
場
（
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
処
理
し
た
後
に
残

る
焼
却
残ざ

ん
さ渣
は
、
燃
や
し

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
わ
が
町
の
取
り
組
み

を
伺
い
た
い
。
２
０
１
５
年

に
国
連
で
採
択
さ
れ
、
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
取

り
組
む
の
で
あ
り
、
意
義

は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
持
続
的

に
成
長
す
る
力
を
持
ち
つ

つ
、
人
々
が
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
町
づ
く
り
を
行

う
こ
と
で
、
貧
困
や
食
糧

不
足
、
医
療
機
関
の
充
実

な
ど
住
民
生
活
の
質
の
向

上
で
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち

の
満
足
度
を
高
め
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
２
つ
目
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
世
界
共
通
の

目
標
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
方
自

治
体
と
比
較
が
で
き
、
進

む
道
が
見
え
て
く
る
。
行

政
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
か
伺
い
た
い
。

町
長　

自
治
体
に
よ

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
で
は
、
町
で
策
定
し

た
第
６
次
総
合
計
画
で
17

の
ゴ
ー
ル
を
施
策
に
ひ
も

付
け
る
こ
と
で
、
関
連
性

を
明
確
に
し
て
い
る
。
施

策
の
立
案
企
画
、
実
行
な

ど
各
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
十
分

配
慮
し
た
運
営
に
努
め
て

い
く
。大

事
な
の
は
い
か
に

町
民
に
理
解
さ
れ
、

町
と
一
緒
に
進
め
ら
れ
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
私

た
ち
が
こ
の
地
球
を
壊
さ

ず
永
久
的
に
生
活
が
続
け

て
い
け
る
。
同
じ
レ
ベ
ル
で

町
民
が
教
育
を
受
け
ら
れ
、

貧
困
も
無
い
社
会
の
実
現

に
は
町
民
の
理
解
と
、
協

力
が
必
要
だ
が
、
今
後
の

進
め
方
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　

そ
こ
が
一
番

大
事
に
な
っ
て
く
る

と
思
う
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

に
は
よ
り
よ
い
社
会
、
多

様
性
を
大
切
に
す
る
社
会

に
よ
っ
て
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
究
極
の
目
標
に
向
か

い
、
諸
事
業
を
展
開
、
模

索
し
て
い
く
。

自治体SDGs
の取り組みは

答

問

問問

問

答

答

答

答

答

 　総合計画の
　 中で理念に
　 配慮し運営

た
量
の
５
％
位
が
焼
却
灰

と
し
て
搬
入
さ
れ
る
）
が

順
番
で
吉
岡
町
に
来
る
が
、

徹
底
し
た
減
量
、
つ
ま
り

小
こ い け

池  春
は る お

雄  議員

録画映像は
こちらをCHECK

3Rで最終処分場の規模を小さくすることが可能
（エコ小野上処分場）

　  

広
域
組
合
へ
働
き
か
け
る

徹
底
し
た
ご
み
減
量
の
取
り
組
み
は

答

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他
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吉
岡
町
議
会
の
魅
力

　
商
業
施
設
の
進
出
に
よ
る
町
の
活
性

化
が
著
し
い
一
方
で
、
物
価
高
騰
な
ど

に
よ
る
家
計
や
財
政
の
圧
迫
。
町
民
や

行
政
が
抱
え
る
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
透

明
化
し
改
善
し
た
い
と
い
う
思
い
が
伝

わ
る
質
疑
応
答
が
、
そ
こ
に
は
あ
り
ま

し
た
。
休
憩
中
に
は
議
員
さ
ん
と
直
接

お
話
し
し
、
一
町
民
と
し
て
の
意
見
を

伝
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
議
会
に
は

必
ず
興
味
の
持
て
る
話
題
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
町
政
に
対
す
る
当
事
者
意
識

に
よ
る
町
民
と
議
会
の
相
乗
効
果
で
、

多
く
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
町
作
り
が

活
性
化
す
る
と
す
て
き
で
す
ね
。

高
たかはし

橋　知
と も こ

子さん
（大久保寺下）

議
会
を

　

 

傍
聴
し
て

議会を
 傍聴して

★ 人と
ひ

第４回臨時会

〇
契
約
の
方
法

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

〇
契
約
金
額

　

７
億
３
１
５
０
万
円

〇
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
ヤ
マ
ト

歳
出
の
主
な
補
正

学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

１
１
９
９
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
改
修
工
事

３
０
８
０
万
円

ス
ト
ッ
プ
コ
ロ
ナ
！
対
策
認
定
店
応
援
給
付
金

１
２
０
０
万
円

経年４４年以上、老朽化により改修される
上ノ原浄水場

議案番号

議員名

議案名

結果 小
林
　
静
弥

冨
岡
　
栄
一

飯
塚
　
憲
治

葊
嶋
　
　
隆

富
岡
　
大
志

金
谷
　
康
弘

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

平
形
　
　
薫

山
畑
　
祐
男

小
池
　
春
雄

岩
﨑
　
信
幸

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議案第43号
令和４年度相馬原飛行場等周辺水道設置
助成事業上ノ原浄水場改修工事請負契約
の締結…上記参照

12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第44号 令和４年度一般会計補正予算…上記参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第45号
令和４年度学校給食事業特別会計補正予
算…高騰する食材費の増加分を一般会計
から繰り入れするもの

12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥
議長は採決に加わっていないため「－」で表示

賛否一覧

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

学校給食の食材費高騰対策で増額
　令和４年７月 15日に臨時会を開き、議案３件が提案され、原案通
り可決しました。

上
ノ
原
浄
水
場
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他

ひ
と
☆
人 

他

議
会
を

 

傍
聴
し
て

★ 人と
ひ

議
会
を

 

傍
聴
し
て

議会広報常任委員が、「広聴」活動として、吉岡町で
活躍している「ひと」にインタビューをします。

吉
岡
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長

　
葊ひ

ろ　
田た　
得と

く　
美み　
さ
ん

の
ば
そ
う
健
康
寿
命
、

担
お
う
地
域
づ
く
り
を

地域活動の担い手として取り組んでいる（連合会定例会）

ー
ー
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
は
。

葊
田
さ
ん　
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
わ
が
国
は
要
介
護
者
の
増
加
や
高
齢
者

の
孤
立
、
消
費
者
被
害
な
ど
の
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
全
国
の
市
町
村
に
地
域
で
、

高
齢
者
を
支
え
る
体
制
の
整
備
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
吉
岡
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
も
、
県
労
連
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
「
の
ば
そ
う
・
健
康
寿
命
、
担

お
う
・
地
域
づ
く
り
を
」
に
基
づ
き
会
員

自
ら
が
輝
き
自
立
し
た
生
活
、
い
き
が
い

あ
る
生
活
の
実
現
を
目
指
し
「
健
康
・
友

愛
・
奉
仕
」
の
全
国
三
大
運
動
の
推
進
を

努
め
て
い
ま
す
。
私
ど
も
、
吉
岡
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
数
は
、
８
地
区
４

３
６
人
で
毎
年
90
人
く
ら
い
減
少
し
て
い

ま
す
。

ー
ー
連
合
会
長
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

葊
田
さ
ん　

コ
ロ
ナ
禍
で
対
策
を
徹
底

（
マ
ス
ク
・
消
毒
）
し
て
筋
ト
レ
・
春
秋

の
散
策
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
輪
投
げ

な
ど
を
声
か
け
し
て
、
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
老
人

会
員
が
減
少
し
、
吉
岡
町
労
連
で
も
休
会

と
し
て
い
る
５
地
区
の
皆
さ
ん
に
声
か
け

し
て
、
よ
り
多
く
の
お
仲
間
と
ご
一
緒
で

き
る
よ
う
希
望
し
て
い
ま
す
。

ー
ー
吉
岡
町
は
高
齢
者
人
口
や
子
ど
も
た

ち
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
事

に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
。

葊
田
さ
ん　
高
齢
者
＝
認
知
症
と
の
概
念

を
払ふ

っ
し
ょ
く拭
す
べ
く
と
に
か
く
、
頭
と
心
と
体

を
使
う
体
操
を
し
て
、
い
つ
ま
で
も
健
康

で
長
寿
（
ぴ
ん
ぴ
ん
こ
ろ
り
）
を
願
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
12
月
に
（
駒
小
・
明
小
）

小
学
１
年
生
に
昔
遊
び
教
室
（
け
ん
だ
ま・

だ
る
ま
お
と
し
・
お
は
じ
き
・
あ
や
と
り
）

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
２
年
は

コ
ロ
ナ
の
た
め
休
ん
で
お
り
ま
す
が
子
ど

も
と
の
対
話
交
流
は
引
き
続
き
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ー
ー
町
議
会
や
町
政
に
、
連
合
会
長
と
し

て
望
む
こ
と
は
。

葊
田
さ
ん　
町
の
人
口
が
増
え
て
い
る
の

に
老
人
会
員
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

町
、
自
治
会
、
老
人
会
、
一
つ
の
川
の
流

れ
の
ご
と
く
自
然
体
の
町
に
す
る
た
め
、

60
歳
に
な
っ
た
ら
老
人
会
員
と
し
て
、
皆

さ
ん
と
気
軽
に
参
加
、
街
づ
く
り
の
お
役

に
立
っ
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

ー
ー
町
の
皆
さ
ん
に
一
言
。

葊
田
さ
ん　
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
、
マ
ス
ク

着
用
で
近
所
の
皆
さ
ん
と
声
か
け
し
て
、

お
茶
の
み
談
笑
し
ま
し
ょ
う
。
世
界
も
経

済
も
き
び
し
い
局
面
に
あ
り
ま
す
、
で
も
、

社
会
に
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
明
る
く
た
く

ま
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
多
く
の

皆
さ
ん
と
心
と
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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よしおか NO.137

Q A&
問１

問２

問３

明治第２学童クラブの定員は何人でしょう。
Ａ．６０人　　Ｂ．１００人　　Ｃ．１６０人

教育長の任期は何年でしょう。
Ａ．２年　　Ｂ．３年　　Ｃ．４年
	
一般質問は何人が行ったでしょう。
Ａ．５人　　Ｂ．６人　　Ｃ．７人

応募方法　
 ・ はがきに答えの記号（例１－Ａ）、住所、氏名、年齢、
    職業を書いてください。
※個人情報は商品の発送のみに使用します。
 ・ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。
    「お便りコーナー」で紹介します。
応募先　
　〒 370–3692　
　吉岡町大字下野田５６０番地　吉岡町議会事務局
応募期限　１２月１日消印有効
賞品　正解者の中から抽選で５人に、図書カードをプ
レゼントします。当選者の発表は、商品の発送をもっ
て代えさせていただきます。

　前回の正解は１－Ｂ、２－Ｃ、３－Ａでした。

私もひとこと私もひとこと
吉
岡
町
に
生
ま
れ
て

儘
ま ま だ

田　良
よしゆき

幸さん
（上野田）

　
農
家
に
生
ま
れ
、
幼
少

期
か
ら
家
の
手
伝
い
は
当

然
、
養
蚕
・
田
植
え
・
稲

刈
り
な
ど
農
作
業
は
も
ち

ろ
ん
、
洗
濯
・
風
呂
焚
き

な
ど
家
事
も
兄
弟
分
担
で

行
っ
た
昭
和
40
年
代
。
長

男
が
故
に
地
元
に
残
り
就

職
し
、
田
畑
を
守
り
時
代

を
駆
け
抜
け
、
現
在
の
地

域
状
況
を
顧
み
て
思
う
こ

と
。
イ
ン
フ
ラ
が
整
い
生

活
基
盤
は
充
実
し
生
活
し

や
す
い
が
、
関
係
性
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
気
が
す

る
。
自
治
会
・
地
域
の
行

事
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中

止
と
な
り
接
点
も
希

薄
に
な
っ
て
い
る
。
助

け
合
い
、
見
守
り
、
地

域
貢
献
活
動
な
ど
で

き
る
範
囲
で
、
地
域
と

関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

次の議会は１２月上旬を予定しています。
会議は９時３０分から始まります。
詳しい日程などは広報よしおか１１月号に
掲載されます。
また、町ホームページでもお知らせします。

皆さんの傍聴を皆さんの傍聴を
お待ちしていますお待ちしています

議員は公職選挙法に基づき以下の行為は禁止され
ています。
□お歳暮　□年賀状　□お祭りへの寄付　など
また、町民の皆さまが議員に寄付などを求めるこ
とも禁止されています。
趣旨をご理解のうえご協力をお願いします。

虚礼廃止にご協力を
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他
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 表紙の写真

　10月１日、明小運動会が晴天の中、行われまし
た。今年もコロナ禍のため、保護者・来賓・種目
も規模を縮小し、低
学年・中学年・高学
年に分かれ徒競走と
ダンスが行われ、子
どもたちの元気な姿
が見られました。
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編
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編
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
「
第
７
波
」
に
よ
り
多
く
の

人
々
が
感
染
し
て
い
る
中
、
議
員

一
人
一
人
が
感
染
に
は
十
分
気
を

付
け
議
会
活
動
に
取
り
組
み
、

本
議
会
も
無
事
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
は
令
和
３
年

度
の
決
算
認
定
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
も
コ
ロ
ナ
関
連
が

主
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
主
な
事

業
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
、
多
く
の
町

民
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
冨
岡
　
栄
一
）
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　吉岡クラブ還暦は、野球を愛する先輩たち
が年代を重ねながら作りあげてきたチームで
す。 チームの発祥は、 現在の「吉岡ＩＱ古希」の
先輩たちが、４０代の時に「吉岡球愛倶楽部」
として創部しました。 そして５０代・６０代・
７０代とチームがつながってきています。
　時代の流れと共に、基本のチーム名を「吉岡
クラブ」とし４０代が使用、５０代は「吉岡クラ
ブ熟年」、６０代は、「吉岡クラブ還暦」として
います。
　練習は週２回（火・土曜日）町民グラウンド
で行っています。 チームカラーは「基本に忠実

に」をモットーに全員野球で頑張っているチー
ムです。
　今年はコロナ禍で中止になっていた、全国大
会「全日本選抜還暦軟式野球大会」が２年ぶり
に兵庫県姫路市で開催され、群馬県代表の１
チームとして出場してきました。
　「いくつになっても青春！生涯現役」をモッ
トーに、 野球を楽しんでいけたらと思います。
　また、 クラブ員を募集しています。 ５９歳以
上で野球に興味のある人は大矢浩司監督まで
連絡をしてください。

電話 :０９０‒５５１４‒７６２４

見やすいユニバー
サルデザインフォ
ントを採用してい
ます。

全日本選抜還暦軟式野球大会出場　ウイ
ンク球場（姫路球場）

吉岡クラブ
還暦

吉岡クラブ
還暦

を紹介しますを紹介します
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